
第 2 回子ども・子育て会議報告 

 平成 26 年 2 月 20 日（木）開催分から 

 

 

○児童部会より 

放課後の過ごし方として、児童館や放課後児童クラブの利用について議論い

ただきました。 

 

（放課後児童クラブについて） 

・指導員は、地域により指導にばらつきがある。どこでも同じような質の高い

指導ができるよう日ごろの研修が大切。 

・利用時間や施設に対するニーズは地域により異なり、多様になっている。一

律ではなくそれぞれで考えて行くことが必要。 

・保護者は低学年では安全安心、高学年には発達面を期待している。6 年生は小

さい子にかかわること、集団で人間性を育んでゆくことを望んでいる。そのこ

とについてもっと議論されることが望ましい。 

・放課後児童クラブを軸に子どもの居場所として考えると、親の横のつながり

を強化してゆく方向を大事にしてゆくべき。 

 

（児童館について） 

・利用者は 0 才からと幅広く時々は中学生・高校生も利用している。それぞれ

の学年に合わせた声掛けをしているが、対応が困難。 

・児童館は子どもの居場所として定着している。 

・児童館は子どもが安心して様々な活動に取り組める居場所として重要な場所

であり、充実を図ってゆく必要がある。 

 


